
アンパス 

フランス語で「一歩」の造語。一歩一歩お客様との絆を深め、 
ともに環境への理解を深めるという意味を込めました。 

（財）札幌市環境事業公社 情報誌 第6号 

今回は、「札幌市中央卸売市場」様のごみ処理に対する取組みの紹介・北海道地域暖房㈱の施設紹介・スリムシテ
ィさっぽろ計画の概要となっております。
本誌に対する皆さんのご意見がございましたらドシドシお寄せ下さい。
また、自社の紹介・PRなど、本誌に掲載希望の記事がございましたら何なりとご連絡下さい。

「アンパス」第6号の発刊です。

『冬の道庁赤レンガ』 小出　匡 作
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札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
で
は
、

施
設
の
老
朽
化
、
狭
あ
い
化
が
著

し
い
こ
と
か
ら
そ
の
解
消
と
、
輸

送
手
段
の
変
化
に
対
応
で
き
る
市

場
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
平
成
11

年
度
か
ら
18
年
度
に
か
け
て
施
設

の
再
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
、

構
内
運
搬
車
の
燃
料
を
ガ
ソ
リ
ン

か
ら
天
然
ガ
ス
に
切
り
替
え
る
こ

と
で
環
境
に
も
配
慮
し
た
こ
と
と
、

衛
生
面
で
は
、
従
来
の
露
天
型
ゴ

ミ
捨
て
場
に
替
え
て
屋
根
と
シ
ャ

ッ
タ
ー
の
あ
る
廃
棄
物
集
積
所

（
廃
棄
物
集
積
、
廃
発
泡
減
容
処
理
）

を
新
た
に
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

当
市
場
は
、
ど
こ
か
ら
も
入
れ

る
よ
う
な
造
り
で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
ゴ
ミ
の

量
が
増
加
し
だ
し
、
加
え
て
処
理

手
数
料
の
値
上
げ
な
ど
市
場
会
計

の
負
担
が
大
き
く
な
り
解
決
策
の

検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ゴ
ミ

の
減
量
化
を
す
る
た
め
に
、
場
外

か
ら
の
持
ち
込
み
の
規
制
と
（
財
）

札
幌
市
環
境
事
業
公
社
と
共
に
分

別
の
徹
底
を
図
っ
た
結
果
、
再
整

備
前
に
比
し
て
70
％
程
度
の
ゴ
ミ

の
量
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
市
場
内
の
ゴ
ミ
は
、

①
一
般
ゴ
ミ

②
生
ゴ
ミ

③
ビ
ン
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・

食
用
缶

④
ダ
ン
ボ
ー
ル

⑤
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

⑥
廃
金
属

⑦
廃
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

の
七
種
類
に
分
別
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
資
源
ゴ
ミ
と
し
て
、

あ
る
い
は
減
容
処
理
を
し
て
市
場

か
ら
出
し
て
お
り
ま
す
。

廃
棄
物
集
積
所
完
成
か
ら
半
年

が
過
ぎ
、
市
場
内
の
各
事
業
者
等

に
も
分
別
の
意
識
が
浸
透
し
て
き

て
い
ま
す
が
、
現
場
に
は
分
別
指

導
員
を
配
置
し
、
よ
り
一
層
の
分

別
の
徹
底
が
図
ら
れ
る
よ
う
関
係

各
社
が
協
力
し
合
い
、
衛
生
的
で

安
全
、
安
心
な
市
場
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
当
公
社
が

事
業
系
一
般
ご
み
収
集
の
契
約
を
し

て
い
る
お
客
様
の
「
ご
み
分
別
」
の

取
組
み
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

今
回
は
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
長

渡
邊
惠
氏
に
市
場
の
ご
み
処
理
に
つ

い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

様 

客 
お 
紹 

介 
紹 

介 
札幌市経済局
中央卸売市場長

渡邊　惠
さとし



札幌市は、昭和40年代後半現JR新札幌駅を中

心とした業務施設主体の副都心団地と住宅主体の

もみじ台団地の開発計画にあたり、都市公害の無

いより快適で環境の整った団地開発を目指して、

北国の生活に欠かすことの出来ない暖房を主体と

した地域熱供給の導入を図ることとした。これを

受けて当社は、当団地の建設に合わせ昭和46年

11月に仮プラント（重油焚き）による熱供給を開

始した。当地区の熱供給導入には、当初より清掃

工場のごみ焼却廃熱利用の計画が織り込まれてお

り、昭和49年12月に完成した札幌市厚別清掃工

場に並築する形で当社のメインプラントを建築

し、以降ごみ焼却廃熱による蒸気を主熱源とし

て、もみじ台団地、副都心団地及び業務施設向け

に熱供給を行ってきた。現在の厚別地区供給エリ

アの状況を「図表－1」に示す。

しかし近年、市民の資源リサイクル化運動の高

まりや札幌市のごみ減量化対策などからごみ総量

が減少し、厚別清掃工場が平成14年8月をもって

廃止されることとなった。

このため、当社は各種検討を行い、RDF

（Refuse Derived Fuel＝ごみ固形化燃料）を熱源

とする新たなプラントを導入することとした。

このRDFは生ごみ等を原料としたものと異な

り、「建築廃木材（40％）」＋「事業系の廃紙

（50％）」＋「木と紙をバインドするための廃プラ

（10％）」から成り、札幌市ごみ資源化工場にて分

別された「ごみ」から厳選して作られている。

RDFボイラプラントは、平成13年10月に着工

し、平成15年2月から本格稼動しており、現在、

当初の計画通り順調に運転を続けている。

札幌市の資源リサイクルあるいは未利用エネル

ギーの有効活用面で大きく貢献するとともに、化

石燃料の消費削減やCO2排出削減など環境負荷の

軽減に大きな効果がある。当社で使用している

RDFは、原料が厳選されているので燃焼は非常に

安定しており、稼動後の排ガス分析などにおいて

現行の「大気汚染防止法」や「ダイオキシン類対

策特別措置法」の基準値と比較しても大幅に数値

が下回る結果が出ている。今後も熱源の多様化が

進む中で、当社が行ってきたCO2排出削減を一層

進めながら、引続き札幌市が行う環境保全事業に

協力しつつ、地域との共生を図りながら環境にや

さしく、安全・安心な熱供給事業を継続して行き

たい。

北海道地域暖房株式会社

業務部長　中川　隆一

北海道地域暖房㈱ 
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現在のプラント全体写真

図表－1 供給エリア
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この情報誌は再生紙を使用しています。

平成20年1月発行

編集・発行／財団法人札幌市環境事業公社
札幌市中央区北1条東1丁目　サン経成ビル

●本誌に関するご意見、ご要望等
電話 219－2053 FAX 219－0882

●事業系一般廃棄物の収集全般に関すること
電話 219－5353 FAX 219－0053

http://www.kankyou-sapporo.jp

札幌市では、平成12年3月に一般廃棄物処理基本計画「さっぽろごみプラン21」が策定され、循
環型社会形成のためにさまざまな取り組みを進めてきております。この中で既に実施された計画が
あるほか、さらなるごみ減量・リサイクルの推進に向けて施策の充実を図るため、札幌市廃棄物減
量推進審議会の活発な議論を経て、平成19年9月27日上田市長から「スリムシティさっぽろ計画」
が発表されました。今回の計画期間は平成20年度から平成29年度の10年間とされており、基本的
な目標は環境低負荷型資源循環社会の実現です。

重点施策として、「発生・排出抑制のしくみづくり」「市民・事業者による自主的な資源化の促進」
「資源循環型ごみ収集、処理体制の確立」「環境低負荷型ごみ収集、処理体制の確立」が挙げられて
おり、市民サービスの改善や普及啓発と環境教育、家庭ごみの有料化などといった施策の推進方策
が検討されております。
また、今計画の策定の中で事業系ごみについても減量・資源化に向けての取り組みを明確に提示
しています。

札幌市一般廃棄物処理基本計画

T O P I C S

《基本的方針》
●発生するごみ量を低減するとともに、ごみ処理に伴う環境負荷をできる限り少なくする
●費用対効果を十分考慮し、かかる費用を最小限に抑える
●市民・事業者・札幌市の協働によるごみ減量・リサイクルの取り組みを促進させる

《事業系ごみの減量・資源化》
●現在、大規模事務所（面積3000m2以上）に義務付けされている『減量計画書』の提出を中
規模以上事務所に拡大
●資源化可能物（紙・木くず等）の清掃工場への搬入を制限
●清掃工場への検査装置の設置や検査員（ごみGメン）の配置により、搬入不適物の検査・指
導体制を強化
●事業ごみ指導員による分別排出状況の調査や立ち入り指導の実施
●事業系生ごみリサイクルを民間リサイクルルートの資源化への働きかけ

《民間処理への移行》
●産業廃棄物の札幌市の処理施設への受入品目を縮小、民間処理施設への誘導
●ごみ処理手数料を原価相当額まで引き上げ


